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成
型
用
金
型
製
造
を
無
人
化

電
子
部
品
メ
ー

カ
ー

の
モ
ル
デ
ッ

ク
（
福
島
県
大

玉
村）
は
来
年
夏
に
も 、

成
型
用
金
型
製
造
過
租
の

ほ
と
ん
ど
を
無
人
化
し
た
新
型
工
場
を
大
玉
村
に
新

設
し 、

本
社
機
能
と
併
せ
て
移
転
す
る 。

新
工
場
は

牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
な
ど
と
の
共
同
開
発
で 、

投

資
額
は
約
十
億
円 。
高
精
度
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
し 、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

で
社
員
が
必
要
な
と
き
に
自
宅
か

ら
パ
ソ
コ
ン
で
製
造
現
場
を
管
鯉
す
る
体
制
を
整
え

る 。
工
場
の
二
十
四
時
間
稼
働
を
可
能
に
し
て
製
造

コ
ス
ト

を
引
き
下
げ 、

競
争
力
を
高
め
る 。
．

ご
み
焼
却
灰
を
溶
融・
固
化

日
本
環
炭
保
全
（
茨
城
県
牛
久
市）
は
こ
み
焼
却

灰
を
溶
融
・

固
化
す
る
装
置
を
開
発 、

熊
本
県
内
の

こ
み
焼
却
場
で
来
年
四
月
か
ら
実
証
試
験
を
始
め

る 。
こ
み
焼
却
灰
に
重
油
バ
ー

ナ
ー

の
火
炎
を
当
て

て
溶
か
し 、

水
槽
に
落
と
し
て
ガ
ラ
ス
状
の
固
形
粒

子
に
す
る
仕
組
み
で 、
茨
城
大
学
と
共
同
開
発
し
た 。

処
理
後
の
焼
却
灰
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
と
の
有
害
物

質
が
除
か
れ
て
無
害
に
な
る
ほ
か 、

建
設
資
材
へ
の

再
利
用
も
可
能
に
な
る
と
い
う 。
装
四
の
実
用
性
を

確
か
め 、
全
国
の
自
治
体
な
と
へ
売
り
込
む
計
画
だ 。

マ
ツ
ダ、
期
間
工
採
用
を
延
長

マ
ツ
ダ
は
年
末
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
期
間
工
の
採

用
と 、

事
務
・

管
理
な
と
間
接
部
門
か
ら
生
産
現
場

へ
の
応
援
を
九
八
年
三
月
こ
ろ
ま
で
延
長
す
る 。

採

用
は
月
間
五
十

ー
六
十
人
程
度
の
ペ
ー

ス
の
見
通
し

で 、

そ
の
後
も
生
産
が
増
え
れ
ば 、

四
月
以
降
も
採

用
を
続
け
る
可
能
性
が
あ
る 。

輸
出
を
中
心
に
生
産

が
予
想
以
上
に
伸
び
て
い
る
の
に
加
え 、

新
型
車
の

投
入
が
相
次
ぎ 、

現
場
の
人
興
が
不
足
し
て
き
た
た

め 。
マ
ツ
ダ
の
生
産
回
復
は
地
元
の
雇
用
環
塩
に
も

好
影
響
を
与
え
そ
ろ
だ 。

福
岡
ー
欧
米
路
線
が
拡
充

外
国
の
航
空
会
社
が
福
岡
空
港
か
ら
欧
米
へ
向
か

ろ
旅
客
向
け
の
路
線
を
拡
充
し
て
い
る 。

米
デ
ル
タ

航
空
が
米
本
土
へ
の
直
行
便
を
準
備
し
て
い
る
ほ

か 、

キ
ャ

セ
イ
航
空
は
十
月
末
か
ら
欧
州
な
と
へ
の

乗
り
継
ぎ
に
便
利
な
香
池
直
行
便
を
増
便 。
ス
イ
ス

航
空
は
福
岡
ー

ス
イ
ス
線
の
市
場
調
査
を
実
施
し

た 。

福
岡
空
港
は
現
在 、

米
本
土
や
欧
州
へ
の
定

期
便
が
ゼ
ロ

。

外
国
航
空
会
社
の
路
線
拡
充
が
進
め

ば 、
九
州
の
海
外
旅
行
客
の
利
便
性
が
向
上
し
そ
ろ

だ 。
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